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2023 年 3月に，新種ハチジョウネジバナ（図 -1）の記載
論文がWeb 公開されました。著者は，これまで 10 年以上
にわたりネジバナの研究を行ってきましたが（例えば，早川・
末次 2017，早川 2019），研究を始めた当初はまさか国内の
ネジバナ属の中に新種が含まれているなど想像していません
でした。本稿では，新種ハチジョウネジバナの発見につながっ
たネジバナ研究をご紹介いたします。
研究を始めた当時，国内には 2種のネジバナ属植物（ネ

ジバナとナンゴクネジバナ）が知られていました（正確には，
当時は2種が変種関係であるとされていたため，1種1変種）。
2種を見分けるポイントは，花序の毛の有無です。毛の有る
ネジバナ（図 -2）が日本本土に，毛の無いナンゴクネジバ
ナが琉球諸島に生育しています。2種は，開花期，系統的背
景，分布域にも差があります。2種は琉球諸島のトカラ海峡
を境に南北で住み分けているとされてきました。しかし，稀
に日本本土からも “毛の無いネジバナ ”が発見されます。そ
のため，日本本土の “毛の無いネジバナ ”は，「ナンゴクネ
ジバナの隔離分布」「ネジバナが毛を失った変異体」のいず
れであるのかという分類学的な問題がありました。
この問題を解決するために，高知県と熊本県で発見し

た “ 毛の無いネジバナ ” を調査したところ，両者の “ 毛

の無いネジバナ ” は系統的背景がネジバナと同一でした。
（Hayakawa et al. 2013；Suetsugu and Hayakawa 2016）。
したがって，日本本土から稀に見出される “毛の無いネジバ
ナ ”はネジバナの毛を失った変異体であることが明らかにな
りました。
この他にも，台湾からネジバナとナンゴクネジバナの間の
新雑種を報告しました（Suetsugu et al. 2020）。さらには，
標本調査から，沖縄県の石垣島には日本新記録となるホンコ
ンネジバナがかつて 1度だけ標本として採集されていたこ
とを見出しました（Suetsugu and Hayakawa 2019）。この
ようなネジバナの分類学的な問題に挑んでいるうちに，日本
本土に生育する “毛の無いネジバナ ”の中には，まだ誰にも
知られていない未知の分類群（未記載種）が紛れ込んでいる
ことがわかってきました。それが，新種ハチジョウネジバナ
でした。
未記載種について調べてみると，花序に毛が無いことに加
えて，花期が 4‒5 月と通常のネジバナより 1ヶ月以上早く
開花すること，花の内部構造が異なること，自殖性であるこ
と，系統的に独立した分類群であること，関東～九州に点々
と分布していることがわかりました。形態，開花期，受粉様式，
DNA解析から，この未記載種は新種であることが明らかと
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なり，最も多くの個体が見つかった八丈島の名を冠してハチ
ジョウネジバナと命名しました（Suetsugu et al. 2023）。
日本国内には約 300 分類群のラン科植物が生育しており，

絶滅危惧種に選定されている種も多くあります。しかし，唯
一例外的にラン科でありながらも雑草としても取り扱われる
ことがあるネジバナは，公園などの身近な草地に多産する
“ありふれた存在 ”です。しかし，“ありふれた存在 ”であ
るが故に，新種ハチジョウネジバナもこれまで見落とされて
きたのでしょう。
3月にハチジョウネジバナの記載論文がWeb 公開および

メディア報道されたことで，4‒5 月の開花期には一般の方々
などから情報提供をいただきました。その結果を踏まえて，
ハチジョウネジバナの記載時には分布情報が無かった近畿地
方および沖縄本島からも新産地報告がなされています（末次・
大久保 2023，末次・棚原 2023）。著者の元へもハチジョウ
ネジバナか否かの同定依頼を複数いただきました。その中に
は，著者が所在する静岡県から標本証拠に基づく初の記録と
なるハチジョウネジバナもありました。メディア報道に加え
て，インターネットなどを通じて情報の入手が容易になった
現代では，一般の方々でも手軽に最新の植物の知見を入手し，
その分布を調べることができるようになりました。牧野富太
郎の頃から続く，植物分類学への市民科学の貢献は今の時代
においても非常に大きいものであることを改めて感じる出来
事となりました。
上記のネジバナ属植物の調査の一環で作製し続けてきたさ

く葉標本と液浸標本の一部は，ふじのくに地球環境史ミュー
ジアムで開催した「新種ハチジョウネジバナ」展における展
示資料として，お披露目することができました（図 -3）。こ
のように，研究過程で作製された証拠標本は，博物館の収集
資料となり，展示・啓蒙活動においても活用されています。
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図 -3　 「新種ハチジョウネジバナ」展（2023年 3月21日～5月7日開催）の様子


